
 

 
 ４か月振りで第２４号を発行します。皆様から強力なご支援をいただき５月１日に市

議会議員になりました。この期間中ボランティア活動も休まずに実施していましたが夢

新聞発行の余裕がなく今日まできてしまいました。私のこれからの制約時間がどのよう

になるのかが分からないのですが、できる限りボランティア活動と議員活動を両立して

いこうと考えています。いままで以上の応援をよろしくお願いいたします。 

 今回は、今までの活動を新聞掲載していただいたものを中心に紹介いたします。 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  
 

 

 
 

 

小堀夢情報新聞ボランティア特集第 24 号  

 

 

平成２6年 5月 5日 

発行責任者 小堀道和 

－１/５－ 

－１/４－ 

東日本大震災に伴う土

砂崩れのため地元那須烏

山市神長で２人が犠牲と

なりました。２人への慰

霊のため石巻被災地に植

えてきた桜の苗を子供た

ちと植える計画を立てて

いました。 

そんな時に被災したす

ぐ横を通るＪＲ烏山線に

全国初の蓄電池電車アキ

ュムが走るという明るい

ニュースが飛び込んでき

ました。悲しい思い出を

未来に繋げる明るい活動

に変えるチャンスだと考

え終着駅の烏山駅までの

沿線に桜を植える活動

「ＪＲ烏山線桜並木鉄道

大作戦」を計画しました。 

桜が咲くのが何年か先

なので何としても子供た

ちを巻き込む活動にした

いと考えたのが「ぬり絵

コンテスト」です。 

被災地を含めた桜並木

沿線をアキュムが走り、

市のユルキャラたちが笑

顔で歓迎しているイメー

ジの「ぬり絵」を作りま

した。１～３年生を対象

に募集したところ学童保

育の子供たちも含めて延

べ６００名が応募してく

れ、力作揃いでした。 

震災３周年の龍 JINイベントを紹介する下野新聞 1月 27日 

ＪＲ烏山線桜並木鉄道大作戦 
 



 
 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
－２/５－ 

３月２日記念の植樹会実施 

「ぬり絵コンテスト」入賞者１１名と

保護者、烏山線沿線の植樹場所提供者

及び市長に参加いただき被災地の那須

烏山市神長で記念の植樹会を実施しま

した。司会を烏山高校ボランティアサ

ークルにお願いし、若者が活躍する場

を積極的に作りました。 

 ぬり絵の表彰を市長にお願いしまし

た。表彰式終了後、記念の植樹会は市

長を含めて参加者全員で行いました。

今回は沿線に３６本、その他近隣地域

に３０本合計６６本植樹することがで

きました。数年後の桜が楽しみです。 

図書館で展示会実施 

植樹会を伝える 3月 3日下野新聞 

ぬり絵コンテスト金賞を紹介する下野新聞3月 11日 

ぬり絵コンテスト入賞作品展 

「ぬり絵コンテスト」の入賞作品を含

めた優秀作品約９０点を市内南那須地

区図書館に４月２３日まで展示しまし

た。力作揃いの作品をしまいこんでし

まうのがとても残念なため５月末に市

役所にも展示することにしました。 

 多くの市民の皆様に見て欲しいと願

っています。 

市長によるぬり絵コンテストの表彰式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

震災から３周年「震災を未来につなげる集い」実施の準備活動 
 

ぬり絵コンテスト原画 

被災地を含めた桜並木沿

線をアキュムが走り、まちの

ユルキャラたちが笑顔で歓

迎しているイメージの「ぬり

絵」原画。龍 JIN坂本さん作。 

 

２月２日田畑祐梨さんに会いに南三陸町に行きました 

栃木での震災３年の集いの打ち合わせを兼ねて南三陸町の田畑祐梨 

に会いにいきました。陸前高田奇跡の一本松に立ち寄りましたが、 

町全体を作り変える勢いで復興工事が進んでいました。最も工事が 

進んでいる町だと思います。南三陸町仮設さんさん商店街で田畑さん 

と合い、彼女が取り組んでいる活動について伺いました。 
 

田畑祐梨さんの紹介 

震災２年の時、何も変わらない町を見て大人は何もしてくれないと 

無性に腹がたったそうですが同時に何もしていない自分に気付き、 

「この震災の苦しみを乗り越え自分たち若者が努力して前以上 

の南三陸町にしていきたいので応援して欲しい」との思いを 

多くの人に伝えることなら自分達にもできると考え語り部団体 

を作ります。外国人も多く訪れるため英語バージョンにも対 

応できるよう努力しました。活動がマスコミにも取り上げら 

れ活動がどんどん増えてきます。学業を心配した学校からは 

活動をやめるように言われたそうですが、仲間と励まし合って 

学業成績を上げながら活動を続けてきました。 
－３/５－ 

震災発生から３年、被災を受けた地域はどう変化してきたのか。また、これから私たちは

どう支援すべきなのか、さらには震災の経験を未来に活かすにはどうすればよいかを地元栃

木のボランティア心を持った多くの皆様と一同に会して考える集いを計画しました。そのた

めにも未来を担う若者に焦点をあてた企画を考えました。 

まずは震災後３年の変化を語って欲しいと願い石巻市鮎川小仮設住宅区長黄金寿司店長の

古内勝治さんと門脇地区焼きそば味平店長尾形勝壽さんに参加をお願いしました。また未来

に活かすために相応しい講演者選びに苦労しました。インターネット等で調べた結果、幸運

にも宮城県南三陸町の高校生震災語り部「まずもって かだっから きいてけさいん」代表

の田畑祐梨さん(当時志津川高校３年)と知り合い栃木にも喜んで来てもらえることになりま

した。 

田畑さん(中央)を囲んで 

奇跡の一本松 

[蓄電池電車アキュム] 

大容量のリチウムイオン電池を搭載

し、電化された区間は架線から充電

しながら、電化されていない区間は

蓄電池を使って走る電車です 

 



 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

多くの人に伝えたいことの一つに

大切な人を一瞬にして失い、「ありが

とう」と「大好きだったよ」の言葉を

言えなかった悔しさがずっと心残り

になっているので、毎日いつでも「あ

りがとう」と「大好きだったよ」を言

って欲しいと語気を強めます。 
 

彼女の取り組みが NHKなど多くのマ

スコミにも紹介され講演依頼が県外

を含めどんどん増えていきます。 

海外にも行く機会に恵まれます。 
 

彼女は英会話を子どもの時から学

んでいたにも拘らず思うように話せ

なかったことにショックを受け、南三

陸町に子どもたちが自分の夢を海外

の人たちに話せるような英会話教室

を設立することが彼女の夢の一つに

加わります。 

彼女の前向きで一途な情熱あふれ

る話を聞いていると幕末の坂本龍馬

女版のような錯覚まで覚えてしまい

ます。 

栃木の若者に早く彼女の話を聞かせ

たい思いで帰路に着きました。 

３月２２日(土)、震災１年目及び昨

年２年目に引き続き震災３年目の集い

を実施しました。 

集いの詳細ついては右の下野新聞３月

２３日の紹介記事を読んでください。 
 

記事には紹介されていないのですが

鮎川小仮設住宅古内勝治区長の奥さん

が今回参加され「仮設住宅で震災３年

が経ち、一人で亡くなる人が増えてい

ることが気になります。是非、多くの

人が私たちのところに足を運んでくれ

ると嬉しいです」と現状を訴えたこと

が印象的でした。 
 

実は、今回参加いただいた田畑さん

も石巻市門脇の焼きそば味平店主尾形

さんも今最も私たちにお願いしたいこ

とは何かを聞いたところ「会いに来て

欲しい」でした。このことを次頁の通

り読売新聞「時評」に紹介しました。 

震災から３周年の集い 
 

震災３年の集いを紹介する下野新聞 －４/５－ 

－４/５－ 
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－２/５－ 

読売新聞４月 22日「時評」 
「時評」は約３か月毎

の定期執筆を依頼さ

れているものです 

－５/５－ 

 
 

震災３年が経過し栃木県唯一の

岩子仮設住宅支援活動の特集記事

や選挙については紙面の関係で紹

介しきれませんでした。 

次号までお待ちください。 

最後に 

 
 

市会議員選挙に当選しました 

古内勝治区長の奥さん古内蓉子さ

ん(68)が 4月 28日逝去されまし

た。皆様と知り合えたことが宝物

ですと勝治さんの言葉です。ご冥

福をお祈り致します。 

お悔やみ申し上げます 

古内蓉子さん(左端)３周年の集いで 


